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1.はじめに
俳句はどうして世界に広がったのだろうか。使える音数は 17ときわめて
少ない。さらに，季語という風土性の強い語を含まなければならない。きわ
めて「不自由」な詩形である。その詩形が世界のいたるところで愛好されて
いる。それだけではなL、。俳句はたんに趣味的な領域にとどまらず，欧米の
前衛的な詩的創造に刺激を与えてきた。 2011年に出版されたジェフリー・
ジョンソンの ~20 世紀前衛詩における俳句の詩学」によれば九俳句の欧米
の前衛文学への影響は 1910年代におけるイギリスのイマジズ、ムへの影響に
始まり， 1950年代のアメリカのビートジェネレーションにまで及ぶ。また，
地理的な広がりについては，イギリス，フランス，スペイン，アメリカ合衆
国だけでなく，ホルへ・ルイス・ボルへスの名とともにアルゼンチンが，オ
クタビオ・パスの名とともにメキシコが，さらにエクアドル，チリなどの国
名があげられている。
ジョンソンの研究は，時代的に言えば. 1950年代のアメリカにおけるビー
トジェネレーションで終わっている。だが，それ以降もアイルランド，とり
わけ紛争に苦しんだ 1960年代以降の北アイルランドでも俳句は詩人たちの
創作を支えるインスピレーションの源泉になっていた。本論考の目的は，ジョ
ンソンによってはカバーされていないこの北アイルランドの詩人たちに焦点
をあて，俳句がどのような創作上の刺激を与えたかを考察することにある。
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2.北アイルランドの詩人
本論考では 3人のアイルランドの現代詩人を取り上げる。まず，シェイマ
ス・ヒーニーである。ヒーニーは 1939年に北アイルランド郊外の農家に生
まれ 2013年に他界した。 1995年にはノーベル文学賞を受賞している。 2人
目はデレク・マホンである。生まれたのは 1941年で， ヒーニーとほぼ同じ
年齢であり，現在なお存命中である。ヒーニーとマホンは若い噴に「ベルファ
ストグループ」と呼ばれる詩のサークルに所属していて，第2次世界大戦後
のアイルランドを代表する詩人である。 3人目はポール・マルドゥーンであ
る。前の 2人よりは少し若く， 1951年の生まれで実験的な詩で極めて高い
評価を受けている。 3人とも生まれは北アイルランドで， 1960年代末からカ
ソリックとプロテスタントの宗教的対立を軸とした紛争を経験しつつ，詩を
書きつづけた。
この3人の創作に，直綾にあるいは間接に，影響を及ぼしているのが，い
うまでもなく，北アイルランドがおかれてきた政治的な状況だった。 3人の
作品を見る前に，ごく簡単に北アイルランドについていくつかの事実を確認
しておきたい。
北アイルランドはアイルランド島の北東部に位置し，現在の人口は 168万
人あまり，面積は 14，139平方キロメートルであり，日本でいえば関東平野
とほぼ同じである。
雷うまでもなく，北アイルランドは，現在， Iグレートプリテンおよび北
アイルランド連合王国」つまりはイギリスの一部である。 1922年に北アイ
ルランドを除くアイルランドの各地が自由聞となり，後に「アイルランド共
和国」となってゆく。その結果，北アイルランドはアイルランドという大き
なまとまりから分断されてしまう。
アイルランドは伝統的にカソリックが行き渡った場所であったが，イギリ
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ス政府は北アイルランドにプロテスタント系住民を多く移住させ，また，プ
ロテスタント系住民に有利な住宅や雇用に関する政策をとり，北アイルラン
ドのなかに， しだいに，カソリック対プロテスタントの対立構造をっくり出
してゆく。
こうした歴史的経緯を経て， 1972年のいわゆる「血の日曜日事件」を境
にカソリック系住民とプロテスタント系住民のあいだにテロが頻発するよう
になり，住民同士が殺し合うという深刻な状況が生まれる。アルスター大学
に置かれているデータベースによれば，いわゆる北アイルランド紛争で死亡
した人々の数は 1969年から 2001年までの聞に 3，532名にのぼる。北アイル
ランド紛争が本格化したのは 1972年の「血の日曜日事件」であり，一応の
終息ぞみるのが1998年の「聖金曜日の合意Jであるが，その聞に死亡した
人々は3，276である。死者の数は年によってばらつきがあるが，最も多いと
きでl年に480人にのぼっている 2)。
この数値が「紛争Jの犠牲者の数として，一般的に見て多いのか少ないの
か，私には判断がつかなL、。ただ，同じ土地に住む住民に殺されるかもしれ
ないという不安を拍きながらつづけられる生活がどのようなものか想像する
ことは難しい。本稿で扱う 3人を舎め，この時期の北アイjレランドの詩人た
ちは，自分たちが生まれた土地が紛争に苦しむさなかに詩を書きつづけるこ
とは反倫理的ではないかと自問しつづけていた。とくにヒーニーはいくつも
の詩論のなかでその問いをみずからに問いつづけている。そして，驚くこと
に，これらの詩人たちに詩的インスピレーションを与え，ひとつの支えとなっ
たのが俳句であった。
3. rハイクJ という詩的言語
前置きが長くなったが，ここからアイルランド現代詩，とくに北アイルラ
ンドの現代詩に俳句がどのような影響を与えたかを見てゆくことにする。
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冒頭でも触れたように俳句が英語で害かれた文学に影響を与えたのは.20 
世紀の初頭に英米の詩人たちによって展開されたイマジズムであった。イマ
ジズムといえば必ず引用されるのが，アメリカの詩人エズラ・パウンドの次
の作品である。
The apparition of these faces in the crowd; 
Petals on a wet. black bough. 
群衆のなかのいくつもの顔の幻影一一
黒く濡れた枝の花びら。
「地下鉄の中で」と題されたこの作品は.r知性と感覚の複合体」をひとつの
イメージのなかに具現しようと試みていたエズラ・パウンドの表現，すなわ
ち，イマジズムのひとつの「極致」であると評される九
イマジズムは俳句のように視覚的イメージを重視して，散文的で説明的な
表現を避け，イメージそのものの暗示効果を最大限に発揮しようとする傾向
をもった。この作品ではセミコロンによって地下鉄の乗客たちの顔の「幻影」
と梅の「花びら」が併置されているが，つながれた作品の前半と後半の意味
的な関係はまったく説明されていない。前半と後半が瓦いに比喰として相瓦
に修飾し合うのかもしれないし，語り手の意識に現れた連想なのかもしれな
い。前半と後半の論理的な関係は不明である。さらに，この「幻影」と「花
びら」というふたつのことばの文法的な機能もまったくわからない。センテ
ンスの主語ではないし目的語でもなL、
説明的なことば安省いて具体的な事物のイメージだけ安提示する，そのイ
メージが読者の想像力を喚起してひとつの世界を形成する。そうしたことば
のあり方は，確かに，俳句的なイメージの提示を連想させる。その後，この
イマジズムはそれほど大きな文学運動になることもなく終息してゆく。だが，
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バウンドたちによって始められた新しい文学的言語の探求が，後に， T. S ・
エリオットの詩やアイルランドのジェイムズ・ジョイスの革新的な小説の技
法など，いわゆるモダニズムへと展開してゆくことを考えると，欧米の文学
に俳句が与えた影響は少ないとはいえなくなってくる九そして， 1970年頃
から北アイルランドの詩人たちによって，再び，俳句の可能性が再発見され
る。
まず， ヒーニーの俳句論を見てみよう九
意味の切り詰め方，事象を包みこむ大きな静けさ，移ろいやすさ，は
かなさ，などを同時に受けとめる感覚は伝統的な俳句と 20世紀のイマ
ジストの詩をともに想起させます。そして，この例ひとつだけでも古い
アイルランド文学の正典に見られるほかの多くの詩を代表しうるでしょ
う。
古代アイルランドの詩が俳句と共有する特質を， r現世性Jと呼ぶこ
とができるかもしれません一一どちらも，自分たちの周囲に狩人のよう
に意識を研ぎ寝室まします一一そして， この「現世性Jにはもうひとつの
世界への強い感覚が見られるのですが，そこに到達することが詩的表現
には求められています。
この俳句論は 2000年に日本で聞かれた国際アイルランド文学会での
講演をもとにして執筆されたものである。ヒーニーは，まず，ワーズワー
スの「序曲J(The Prelude)に見られる自然描写と俳句を対比する。
ヒーニーによれば，ワーズワースは自然のイメージを描きながらそこ
に「説明Jぞ加え，自己の「思想Jを展開してゆく，だが， 日本の俳句
では，そうした「説明」や「思想」の表明はない。ヒーニーの言葉によ
れば，ワーズワースの詩が日本の俳句と異なるのは， rある光景のなか
に見られる事物を内省や推論がおぼろげにとりまいているJ[the 
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nimbus of introspection and ratiocinationJのことだといい，つづい
て次の一節を引用する。
Our steeds remounted， and the summons given， 
. and !eft the cross-!egged knight 
And the stone abbot. and that single wren 
Which one day sang so sweetly in the nave 
Of the o!d ch urch . . . . 
私たちがふたたび馬にまたがり，招集がかけられ，
.・・・・・脚を組んだ騎士や
石の修道院長やー羽のミソサザイのそばから離れた
あのミソサザイは古い教会の身廊で
とても愛らしく歌ったことがあるだろう…-
この部分にはワーズワースが子供の噴，学校の遠足で修道院の廃域を訪れた
ときのことが描かれている。ヒ一二ーは，この一節をもし俳人が表現したな
らば，ワーズワースとは違って，騎士や修道院長の石像やミソサザイという
「場面の要素J[those elements of the sceneJを提示しただけで十分とし
ただろうとL寸。確かに，引用した英文の 4行目と 5行目は語り手自身の内
面に浮かんだ空想である。つまり，俳句は事物そのものの提示がすめば言葉
をそれ以上連ねることはしない，だが，西洋の伝統的な詩においては主観が
どうしても立ち現れてくる，ということである。
つづいて， ヒーニーは前に引用したバウンドの詩を取り上げる。バウンド
はイマジズムの詩は「外的で客観的なものが内的で主観的なものに変化する，
まさにその瞬間を記録するJのだといっている。ヒーニーはその一節に触れ
ながら，そうしたイマジズム的な詩を経験することで，日本の俳句から新た
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な影響を受ける自分たちの感性が高まったのだという。
そこまで論じて， ヒーニーの論は大きな展開を見せる。俳句に触発されて
発見した，感性のあり方，詩的言語のあり方は，実は古いアイルランドの詩
に生きていたものにほかならないというのである。
ヒーニーは俳句の中に古代アイルランドの詩的表現との親近性を見いだし
ている。ここでヒーニーが念頭に置いているのは，英語ではなくアイルラン
ドの伝統的な言語，アイルランド語によって描かれた作品である。当然のこ
とだが，アイルランド文学はシェイクスピアを始めとしたイギリス文学から
強L、影響を受けていて，その影響はアイルランド文学を豊かなものにした。
いうまでもなく，文学史に残る優れたアイルランド文学は英語で書かれた。
ジョナサン・スウィフト， W. B ・イエイツ，ジェイムズ・ジ調イス，サミュ
エル・べケット，彼らの優れた作品の大部分は英語で書かれている。皮肉な
観方をすれば，アイルランド文学の世界に誇るべき作品はイングランドの植
民地支配の結果だということもできる。イングランドの文学の庇倒的な影響
のもとで，自分たちの文学の豊かな富が忘れられてきた。だが， 日本の俳句
を通じてこの忘れられてきた伝統的な富が再発見されているのである。自分
たちの文学的遺産を，はるか彼方の極東の小さな島国の伝統的文学を通して
再発見しているわけであり，異文化受容の興味深い例といえるだろう。
ヒーニーの俳句論で次に注目したいのが， ヒーニーが「現世性Jと呼ぶ俳
句の特質である。原語は‘thisworldness'である。「現世」などと堅い抽象
性の高いことばで訳したが，端的にいえば. ["この世界J.私たちが毎日そこ
で生活しさまざまな思いや考えを抱く私たちの「身の回り」ということであ
る。
松尾芭蕉の研究者，堀切実は，百蕪の俳句の特徴を「題材における日常性J
と「表現の平明性」だと説明しているo "this worldness"は， この「題材
における日常性Jである。ヒーニーが俳句の中に見出している「日常性Jに
は，きわめて重要な思想性がある。そのことを考えさせるのが，次の一節で
36 明治大学教養論集通巻516号 (2016・3)
ある九
……そしてまた，次のことも言えると思います。帝国や政治的なイデオ
ロギーが覇権をきそい，人類史上，前例のない残虐行為が行われた 20
世紀の歴史の流れにおいて，詩人たちはレトリックと抽象の危険を絶望
の瀬戸際に追いつめられるまでに自覚しました。そうした状況において，
誠実であるととという詩人の義務はこれまでにもましてますます重要に
なりました。また，間じように， 日本の詩に見られる簡潔さと自己抑制
もますます腕力的になりました。
ヒーニーがいう「帝国や政治的なイデオロギーが覇権をきそい，人類史上，
前例のない残虐行為が行われた 20世紀の歴史の流れ」とは，第一次世界大
戦から第二次世界大戦へと進み，ホロ・コーストや原爆の悲劇を生み，今で
はもう消滅したアメリカとソ連のイデオロギー的対立が，世界各地で引き起
こした代理戦争，そこで失われたおびただしい人の命，そうした歴史的惨禍
のことである。そして， ヒーニーはそれらの歴史の一部として北アイルラン
ド紛争を見ている。
先に触れたように， 1960年代の終わりから 1990年代にかけて北アイルラ
ンドは紛争に苦しんだ。その時，プロテスタントとカソリックという宗派が
共同体を分断する表徴として用いられた。抽象の危険とはそのことである。
たんに属する宗教的集団だけで一人の人聞の本質が定まるわけではない。人
のアイデンテイチイはもっと複雑で多元的である O だが，プロテスタントと
カソリックという宗教上のカテゴリーがあり，そこに人聞を単純に当てはめ
ていく，そしてそこにある種の政策をとると，人と人とが殺し合う社会がで
きる。そうした，カテゴライゼーション，それにともなう抽象化の危険を，
ヒーニーを始め北アイルランドの詩人たちはことばの問題として受けとめ，
苦悩した。だから， ヒーニーやその他の詩人たちにとって，俳句がみせてく
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れる「現世性Jあるいは「日常性J，抽象性を極限まで避けた表現の簡潔さ
と自己抑制などが，政治的な葛藤から自分たちを救ってくれることばのあり
方として見えたのだろう。
こうした思想性を受けとめた北アイルランドの詩人たちは，実際の詩的創
作においてどのようにその思想を言語化したのか，次にその点を考察したい。
3.マホン
まず，デレク・マホンの作品を考察する。「雪見」という作品である九
The Snow Party 
Basho， coming 
To the city of Nagoya， 
Is asked to a snow party. 
There is a tinkling of china 
And tea into china， 
There are introductions. 
Then everyone 
Crowds to the window 
To watch the fal1ing sonw. 
Snow is falling on Nagoya 
And farther south 
On the tiles of Kyδto. 
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Eastward， beyond Irago， 
It is falling 
Like leaves on the cold sea. 
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Thousands have died since dawn 
In the service 
Of barbarous kings-
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雪見
芭蕉は
名古屋の町にやって来ると
雪見の席に招かれた。
陶器の器で湯が沸き
茶が点てられ
瓦いを知る。
つづいてみんなは
雪を見ょうと
窓に集まる。
雪は名古屋に降り
さらに南にも，そして
京都の瓦の上にも降っている。
東の方角，伊良湖のむこうでも
雪は降っている
冷たい海に落ちる木の葉のように。
別のところの沸騰する広場では
あの人たちが
魔女や異教徒を燃やしている
夜が明けてから
野蛮な王たちの命令で
何千人も死んだ
だがここには静寂がある
名古屋の家々と
伊勢の丘には。
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一見してわかるように，この作品は文体のレベルでは俳句と呼べなL、。た
だ，北アイルランドの現実を批判的に捉えなおすための視点を俳句が提供し
ていることがわかる。
この作品が収録された詩集「雪見Jl(The Snow Par砂)が出版されたのは，
1975年である。 1972年にはプロテスタント系住民と同等の市民権を要求し
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たカソリック系住民のデモ隊に，警備に当たっていたイギリス軍人たちが発
砲し， 14人の死者を出したという，いわゆる「血の日曜日|事件が起きて
いる。この事件は北アイルランドにトラウマとでも呼ぶべき傷を残し， U 2 
というロック・グループが1982年に歌にしている。
作品の主人公は松尾芭蕉である。芭蕉が名古屋にやってきて，雪見に誘わ
れるところから作品は始まる。第5速までは，淡々と，零安楽しむ茶会の席
の情景が描かれている。茶窒の中ではお湯が沸く小さな音が聞こえ，人びと
は茶と，おそらくは音葉の少ない会話を楽しんでいたはずである。「雪Jの
イメージは，寒冷ではあるが静誼で充足した心の象徴であろう。この降りつ
づく雪が語り手の想像力を茶室の狭い空聞から，遥か速い場所へと誘ってゆ
く。それは京都や伊良子へとめぐってゆく。
ところが，突然，暴力的であり，人聞の残虐性があらわになっている情景
が描かれる。第6連，第7連では「魔女」や「異端J，I野蛮な王たち」という
ようなことばが使われている。やや古めかしく響く「魔女」や「野蛮な王」と
いう言葉は， もちろん，絵尾百蕉が活躍した 16世紀という時代に詩の舞台
を設定するために使われている。だが，宗派の違いが殺しあいを生む北アイ
ルランドの状況が，三璽写しのように描き出されていることは明らかである。
イタリアの比較文学者イレーヌ・ドゥ・アンゲリスの研究によれば，マホ
ンは最初このふたつの連を広烏の原爆をモチーフとして書いたのだが，発表
時に魔女裁判と異端審問のイメージに変わったという。また，当時，遂行さ
れていたベトナム戦争もマホンの念頭にあったという九芭蕉のことを思い
ながら，マホンは 20世紀の日本の歴史的惨禍，同時代のベトナム戦争，西
洋社会の過去，そして何よりも北アイルランドの悲劇に想像Jをめぐらせてい
た。現代アイルランド詩の力強さは，この歴史，社会，文化の境界を越えて，
詩的世界を構築するダイナミズムと詩的言語の豊かさにある。それは，アイ
ルランド，とりわけ，北アイルランドが抱え込んだ歴史的・社会的・文化的
多元性が生みだすものだが，その点は後で論じる。
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詩を構成する重要なイメージのつながり安検討する。茶席で湯そ沸かして
いる「炎」は，第6・7連では魔女や異端者を焼き殺す業火になっている。
他の連では炎は湯を沸かし茶を入れ，その茶を通して人と人をつなぐための
ものである。ところが， 6・7速では広場で人びとを焼き殺す「炎Jにかわ
り，同時にそれは，残虐な行為に身を任せ，人を焼き殺す情景に興奮する人
びとの心理の比喰的表現に変化している。
また，人と人が近い距離で座り一期一会の出会いの喜びを味わう場所であ
る茶室の「四角形」のイメージが， 6・7速では人びとの熱狂が支配する
“square"，四角い広場に変わっている。第6連と 7連はその他の連と，火の
イメージ，沸騰のイメージ，四角く区切られた空間のイメージで結びつけら
れ，詩的な連続性を作り上げている。第6連と 7連の業火と興奮しきった人
びとがっくり出す情景に対し，他の連で降り続く雪は，その熱狂を静かにさ
ますかのように，冷気のすがすがしさを伝えている。
置接的に論理的で明示的に諮られているわけではないが，マホンが生きた
北アイルランドで見られた政治と宗教が生みだした，あるいは政治化された
宗教が生みだした対立に対抗して，茶の湯というひとつの文化，ひとつの美
の様式が私たちを政治的・宗教的な熱狂から冷ましてくれるものとして描か
れている。
あるいは，はじめマホンの念頭に広島の原爆があったとすれば，この「火」
のイメージは原爆を生みだした私たちの近代科学・近代文明の比喰的表現な
のかもしれない。言いかえれば，科学の発展の末に，自然を資源として利用
し，そればかりか，自然界には存在しないエネルギーを生みだし，そのあげ
くに大量殺裁を可能にしてしまった，近代を形成した論理と対抗する，人と
人安結びつける文化のカ，英の様式，そうしたものの重要性を俳句と茶の湯
のイメージを通して伝えようとしているのかもしれない。
この作品は，松尾芭蕉のイメージを借りながら，デレク・マホンという北
アイルランドの詩人が詩という芸術様式が何をすべきなのか，深く静かに思
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索している作品なのだと私には思える。
もう一点ここで指摘しておくべきなのは，マホンやヒーニーを俳句にここ
まで引きつけた理由の一つが芭蕉の「旅を栖とする」という生きかたであっ
たことだ。唐松保によれば芭蕉の旅とは次のようなものだった1九
いわゆる旅の経験は，土着・定住の生活にもちかえられることで，はじ
めてその有効性を発揮するものだが，芭蕉の旅はそういう旅ではない。
旅によって経験的な俗にふれるとしても，それはあくまで，終わりのな
い「旅」という時点…ーから，ふれるのであって，どこかに定住の地を
求めて歩いたのでもないし，あらかじめ定められた土着的・定住的な生
活のなかへ，その経験をもちかえろうとしたのでもなかった。『奥の細
道』の冒頭のことばをかりるならば，旅を栖にして生きる旅であった。
マホンもヒーニーも北アイルランドやアイルランド共和国のなかに住む場所
を持てなかったわけではない。だが，紛争がつづく自分たちの故郷は安心し
て暮らす場所ではなくなってしまった。暴力によって践闇されるその土地は
自分たちには違和感をもょうさせる場所になってしまっている。平和構築の
活動家であり理論化であるジョン・ポール・レデラッハはさまざまな紛争に
よって生きる場所を変えざるをえない状態，“displacement"にはふたつの
レベルがあるという。ひとつ目は「文字どおり場所を失ってしまうこと」
[the literal loss 01 place，原著者のイタリクス]である。そして，ふたつ目
は以前と同じ場所に住んでいたとしても，紛争によってその場所が未知の場
所のように感じられる状態であり，この状況において人は「自分がどこにい
るのか，どんな場所にいるのかわからなくなり，帰属感をまったくもてなく
なってしまう」のだという 1)。
マホンやヒーニーがこの“displacement"の状態に陥っていたことは十
分に考えられる。実際にヒーニーは 1975年，紛争が激しさをますベルファ
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ストからアイルランド共和国のダブリンに住居を移している。また，マホン
は自分が帰属している場所に対してきわめて不安定な感覚を持っていること
を明らかにしてL必 O 自分が詩で描く場所は実際に地理的に存在する場所な
のではなく想像上のものだと語り，つづけて次のように諮ったというω。
時々，自分の故郷を捨ててしまったことに……罪の意識をもちます。シェ
イマス・ヒーニーは，言うまでもなく，自分の故郷を深く深く掘り下げ
ています。でも，私は違う。私は詩的な理由から故郷を離れたわけでは
なく，生きるために離れました。たんに，そこで生きていくのは不可能
だとわかったからです。
「雪見」という作品がおさめられている詩集の，冒頭におかれた作品のタ
イトルは「来世J[“Afterlives"Jである。タイトルは死後の生を意味する
だろうが，テーマは「帰郷」である。きわめて皮肉なタイトルである。この
冒頭の詩の第2部は「海から故郷に帰る/数年ぶりだJ[I am going home 
by seaj For the first time in yearsJというように何気ない帰郷の一場面を
描く。だが，終わりの場面は痛ましL、。最後のふたつの速を訳出する日
And 1 step ashore in a fine rain 
To a city so changed 
By five years of war 
1 scarcely recognize 
The places 1 grew up in， 
The faces that try to explain. 
But the hills are stil the same 
Grey-blue above Belfast. 
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Perhaps if I'd stayed behind 
And lived it bomb by bomb 
1 might have grown up at last 
And learnt what is meant by home. 
そして私は細かい雨の降る岸辺に脚を降ろし
五年間の戦争ですっかり変わった町に
歩いて行く
私にはほとんどわからない
自分が育った場所も
その理由を話そうとする顔も。
だが，ベルファストの向こうに見える
煙った青い丘はまだ以前のままだ。
この場所にとどまって
爆弾を一発ずつ生きぬいてきたとしたら
たぶん，私もことで成長して
故郷の意味を学んだのだろう。
最後から三行目の“bombby bomb"は日本語に訳しにく L、。この言い方
は“minuteby minute"や“dayby day"を連惣させ， r少しずつ」時聞を
自覚的に意識している語感をもっ。そうであるとすれば，“bombby bomb" 
は自分の町で爆弾が昨裂するたびに，一回一回その意味を受けとめながら生
きる，という語感が生まれるだろう。さらには，ホ一トンが指摘するように，
終わりから三行目の“bombby bomb"と最終行の“byhome"は韻が踏ん
であり， r故郷」と「爆弾Jの関係が音によって強調されている。これもま
た日本語にしにくいが，いずれにせよ，爆弾テロにより探閣された故郷への
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悲しL、思いと，すでに，その故郷にはうまく適応できない孤独な精神のあり
方が表現されている。
この時期ヒーニーはアイルランドの泥炭地に舞台をすえ，考古学的な想像
力をめぐらし，古代の虐殺と現代のテロとを重ね合わせるようにして北アイ
ルランドを描いていた。それをマホンは故郷を「深く探く掘り下げる」と形
容している。二人の詩人の生きかたは異なっている。だが，マホンが故郷に
対して「罪の意識」を抱いていたように， ヒーニーもまた紛争がつづく北ア
イルランドの状況を目にしながら詩作をつづけてゆくことに同じように罪の
意識を抱いている。こうした，テロに探踊される自分の場所に直面しながら
詩を書きつづけた北アイルランドの詩人にとって，俳句や松尾百蕉が詩的創
造の源泉になり生きかたのモデルになっていたという事実はきわめて重要な
ことを私たちに伝えているように思う。だが，ここでは，もう一人の詩人ポー
ル・マルドゥーンの俳句的な作品を見てみよう O
4.マルドゥー ン
デレク・マホンの「雪見」は，いわば，芭蕉という詩人とその作品に自己
の詩人としての使命，自己の生の可能4性を探る作品であり，そこに俳句から
の文体的な影響は見られなL、。この文体的な実験を英語で試みたのがポール・
マルドゥーンである。
マルドゥーンはヒーニーやマホンの後を継ぐ詩人ではあるが，作品はきわ
めて技巧的でことばのアクロパットを見せつけるかのような作風である。ま
た，早くから日本文学に親しんでいて， 1971年， 20歳の時に出版された最
初の詩集に収められたある作品では短歌に言及しているl九以下に引用する
のは，“Hopewellhaiku"と名づけられた， 90の連作詩編である。現在は，
Hay ~干し草』という詩集の一章として収録されているが，はじめは季節ご
とのイラストを入れた小冊子として 1990年に単独で出版された。
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XXV XXX 
A hammock at dusk. That p巴achbears the brunt 
1 scrimshaw a narwhal hunt of the attacks by mildew， 
on a narwhal tusk. black rot， smuts， and bunts. 
XXVI XXXI 
1， too， nailed a coin Twilight. Pyewacket 
to the mast of the Pequod. ambles along the ridgepole 
A tiny pinecone. with a tar bucket. 
XXVII XXXII 
The yard's three lonesome We buy flour， bacon 
pines are hung with such tokens. and beans with pollen we pan 
A play by Zeami. here in the Yukon 
XXVIII XXXIII 
Good Friday. At three. The wide boulevard 
a swarm of bees sets its heart where a window-shopping deer 
on an apple tre. goes by fits and starts. 
XXIX XXXIV 
While the goldfinch nest N one more disheveled 
in the peach tree's eye level than those who seemed most de-
with a stallion's crest. mure. 
Our ragweed revels. 
XXV 
夕暮れ時にハンモック。
一角鯨の牙に
一角鯨の漁を彫り込む。
XXVI 
ピークォド号のマストに
私もコインを釘で打ち付けた。
ちっぽけな松ぼっくり。
XXVII 
庭にある三本の寂しげな松の木に
小さな徴がぶら下がっている。
世阿弥の芝居。
XXVIII 
聖金曜日。午後三時。
蜜蜂が群がっているのは
一本の林檎の木。
XXIX 
桃の木の目の高さに
馬のたてがみを使って
捕が巣を作っている。
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XXX 
あの桃は格好の標的
うどん粉病や，
黒腐れ病，黒穂病それから黒星病の。
XXXI 
夕暮れ時。妖精が
軍帽をかぶってうろついている
棟木のあたりを。
XXXII 
小麦粉，ベーコン，粉っき豆を買う
それから料理をする
ここユーコンで。
XXXIII 
あの広い中央分離帯には
時々，鹿がでる
ウインドウショッピングをするかの
ように。
XXXIV 
誰よりも心が乱れるのは
誰よりも慎み深い人。
ブタクサがはしゃいでいる。
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大変長い引用になったが，考察のためにどうしても必要である。というの
も，出版に際してマホンは視覚的効果を重視しており，見聞き 2頁に 10の
作品を収めるというフォーマットを厳格に守っているからだ。引用した
XXVから XXIXまでが左側の頁に， XXXから XXXIVまでが右側に印刷
されている。
一篇の短詩，すなわち，句は 3行で構成され，第 l行と第3行の行末で韻
を踏んでいる。音節の数は厳密に 5・7・5ではなL、。 だが，背数は異なった
としても第 l行と第3行で韻が踏まれることで，ひとつの匂が完結したとい
う印象を生んでいる。この構造が俳句のリズム感を良く再現していると思う。
文体として，これほど俳句の響きをうまく英語にうつしたものは，他にまず
ないだろう。
しかし，それだけにはとどまらなL、。
XXVの句は印刷された原著では左の頁の左上におかれている。この句の
2行自の行末に“hunt"ということばがある。次に XXXの句を見ていただ
きたL、。原著ではその句は右頁のいちばん上に印刷されている。その第1行
目と第3行目は左側の“hunt"と韻が同じである。 l行目は“burnt"，3行
目は“bunts"で“t"の音で韻が踏んである。そしてこうした音韻の配置が，
すべての頁で見られるのである。全体としては 18頁にわたって 90の俳句が
配置されているのだが， 3行という行数と韻の規則がすべての句に貫徹され
ている。
このことは，マルドゥーンという詩人が音を重視するとともに，自分の詩
集が主として読まれるものだということを十分;意識しているということを示
している。俳句のリズムと規則性を聴覚と視覚双方において再現することが
マルドゥーンの目的であっただろう。
90の句はそれぞれ日常卑近なものに触発されて詠まれている。ある時に
は飼い猫を句にし，また，ある時には春の雪が溶けた頃のブランコを句にし
ている。いわば，散漫であり， 90の句が全体として何を伝えようとしてい
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るのか判然としなL、。その意味では，統一的なテーマを読み込むことはきわ
めて困難である。
これら 90の句は俳句というよりもむしろ連句に近い感覚で楽しむことが
できる。たとえば， XXVの句に現れる「一角鯨」は北極海に住む小型の鯨
であるが， この鯨のイメージは次の XXVIの句の「ピークォド号」と連関
する。「ピークォド号」はアメリカの小説家ハーマン・メルヴィルの小説
「白鯨~ (Moby Dick)に登場するエイハブ船長が乗り込む船の名前である。
エイハブ船長はかつて片足を白いマッコウクジラに食いちぎられた。その後，
エイハブは復讐のためにピークォド号でこの白い鯨を追う航海に出る。
「一角鯨」は『白鯨』に出てくる巨大な白いマッコウクジラへの連想を生
み， XXVとXXVIとのあいだにつながりが生まれ， XXVIに出てくる「松
ぼっくり」は松の木への連想を生み，それがXXVIIの句の「世阿弥」への
連想を生む。この XXVIIに現れる世阿弥の作品の宗教性が， XXVIIIに現
れる復活祭前の金曜日を表す「聖金曜日」への連想を生んでいるかもしれな
い。また， XXVIIの「三本の寂しげな松の木JがXXVIIIの「午後三時」
や「一本のリンゴの木」へのイメージの移行を導いているかもしれなL、。
先に見たマホンの「雪見」では， r炎」ゃ「沸騰」のイメージが歴史的・
文化的距離を越えてひとつのテーマに収飲していった。マルドゥーンの
“Hopewell haiku"はそれと対照的である。あるイメージが別のイメージへ
の連想を生むが，それらのイメージはひとつのテーマに収飲するのではなく，
あてもなくあたりを散策するように浮かんでは消え，次々に新しいイメージ
が描かれる。
思想、や概念に訴えるのではなく，自分の庭や家の周聞に見つけられる卑近
な事物に触発されて句が生まれている。だが同時に， ~白鯨』や世阿弥への
言及によって， 日常の事物を越えた精神的世界の存在も暗示している。先に
見たように， ヒーニーは俳句と古代アイルランド詩の共通性として， r自分
たちの周囲に狩人のように意識を研ぎ澄ます」ことと， rもう一つの世界へ
50 明治大学教養論集通巻516号 (2016・3)
の強い感覚」が両者にあると言う。マルドゥーンの作品はそのことを想起さ
せる。また，説明的な記述がないマルドゥーンの句はヒーニーがいう「レト
リックと抽象の危機」を4.む言述とは対象的な言語世界を目指しているとい
うことができるだろう。概念的な語葉や政治的なディスクールを用いるので
はなく，純粋に詩的技法としてそうした課題へのひとつの答えを提示してい
る。それがマルドゥーンの「句作Jの重要性である。
5.結論
人と人との関係を分断し，殺裁へと駆り立てる，政治的・宗教的な行為に
対して，人とともにあることのささやかな喜びを与えてくれる茶の湯の席を
詩にした，マホン。日常の卑近な事物をモチーフとして詩を書いたマルドゥー
ン。この二人の詩は， ヒーニーのことばにもどれば，俳句がみせてくれる
「現世性」あるいは「日常性J，抽象性を極限まで避けた表現の簡潔さと自己
抑制などを，英語によって再現したものだと考えられる。そして，それは自
分たちが生きている悲劇的な社会のありさまを詩や茶の湯のあり方を通して
見直し，いったん立ちどまり人と人の関係や言語や文化のあり方を考え直す
べきだと伝えている。どれだけささやかに見えようとも，あるいは迂遠で、現
実を直視していないように見えようとも，それが， ヒーニーにとっては「常
国や政治的なイデオロギーが覇権をきそい，人類史上，前例のない残虐行為
が行われた二O世紀の歴史の流れ」を考え直すことにもつながるのである。
ヒーニーは，文化が革新されるとき，往々にして，それは異文化との出会
いによって引き起こされるのだという。ヒーニーやその他の北アイルランド
の詩人にとって，俳句がそうした異文化の一つであった。興味深いのは，俳
句と出会ったヒーニーが自分たちの文学史にかつてあった豊かな富を再発見
したことである。俳句が優れているだとか日本文化が優れているなどといっ
ていてはならないだろう。むしろ，そのように自己を外部・異文化に閉ざし
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たとき文化はクリエイティブな活力を失うだろう o 異文化，自分とは異なっ
た世界観や，価値観や，美意識を具現した文化との出会いは，必ず豊かなも
のを自分に与えてくれるに違いない。
《注》
1) Jeffrey Johnson， 20日，Haiku Poetics in Tωentieth-CentuηAvanιGarde PO・
etry， Lexington Books. 
2) http://www.cain.ulst.ac.uk/sutton/tables/Year.html. 2016年 l月6日開
覧。
3) Jason Harding， 2010，“Modernist and modern poetry: an overview"， inThe 
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